
イ
ス
ラ
ム
教
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
、
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
を
受
け
て
成
立
し
た
宗
教
で
あ
る
。
ま
た
イ
ス
ラ
ム
教
が
コ
ー
ラ
ン
を
信
仰
の
基
本

に
お
く
の
に
対
し
て
、
ユ
ダ
ヤ
教
、
キ
リ
ス
ト
教
は
旧
約
聖
書
、
新
約
聖
書
を
根
本
経
典
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
イ
ス
ラ
ム
教
は
、
ユ
ダ

ヤ
教
お
よ
び
キ
リ
ス
ト
教
を
、
唯
一
神
を
信
仰
し
基
本
的
経
典
を
持
つ
と
い
う
点
で
イ
ス
ラ
ム
教
と
共
通
の
も
の
で
あ
る
と
し
、
「
啓
典
の
民
」

（
稲
）

と
し
て
こ
れ
を
受
け
入
れ
た
。
啓
典
と
は
、
唯
一
至
高
の
神
の
啓
示
を
記
し
た
害
の
意
味
で
あ
る
。

イ
ス
ラ
ム
教
に
ジ
ン
ミ
ー
（
被
保
護
民
）
と
い
う
制
度
が
あ
る
。
「
啓
典
の
民
」
で
あ
る
異
教
徒
に
対
し
、
一
定
の
人
頭
税
を
課
す
る
こ
と

を
条
件
に
、
信
仰
の
自
由
と
、
宗
教
的
指
導
者
の
宗
教
問
題
に
つ
い
て
の
決
定
権
、
と
き
に
は
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
関
与
し
な
い
問
題
に
つ
い

て
の
世
俗
的
決
定
権
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
サ
ー
ビ
ー
教
で
、
後
に
ゾ
ロ
ァ
ス

（
柵
）

タ
ー
教
、
マ
ニ
教
も
含
ま
れ
た
。

イ
ス
ラ
ム
教
は
本
来
、
他
宗
埜

で
は
な
い
。
イ
ス
ラ
ム
教
に
は
、

八
・
イ
ス
ラ
ム
世
界
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人

ゼ
ス
・
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
生
涯
（
下
）

モ
ー

他
宗
教
に
対
し
て
寛
容
で
あ
っ
た
。
し
か
し
イ
ス
ラ
ム
教
に
お
け
る
宗
教
的
寛
容
が
い
つ
も
同
じ
で
あ
っ
た
わ
け

に
は
、
シ
ー
ア
派
と
ス
ン
ニ
派
の
根
本
的
対
立
が
あ
り
、
そ
の
他
に
も
時
代
・
教
派
・
政
治
権
力
の
変
化
に
ょ
っ

日
本
医
史
学
雑
誌
第
四
十
四
巻
第
三
号

平
成
十
年
九
月
二
十
日
発
行泉

彪
之
助

平
成
九
年
一
月
三
十
一
日
受
付

平
成
九
年
十
一
川
二
十
八
日
受
理
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七
二
年
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
進
攻
に
続
く
八
百
年
の
イ
ス
ラ
ム
・
ス
ペ
イ
ン
の
時
代
、
と
く
に
七
五
六
年
に
樹
立
さ
れ
た
後
ウ
マ
イ
ャ
朝

の
寛
容
な
政
策
の
下
で
、
ス
ペ
イ
ン
は
イ
ス
ラ
ム
世
界
の
中
で
も
特
筆
さ
れ
る
文
化
興
隆
を
来
し
た
。
ま
た
そ
の
中
で
、
ユ
ダ
ヤ
人
は
政
治
．

文
化
・
経
済
の
重
要
な
役
割
を
果
し
た
。
ス
ペ
イ
ン
は
、
ョ
－
ロ
ッ
パ
よ
り
は
る
か
に
高
い
水
準
に
あ
っ
た
ア
ラ
ブ
文
化
と
、
ア
ラ
ブ
人
に

（
６
）

よ
っ
て
保
存
さ
れ
て
い
た
ギ
リ
シ
ャ
文
化
を
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
に
伝
え
る
窓
口
と
な
り
、
そ
の
中
心
が
首
都
コ
ル
ド
バ
で
あ
っ
た
。
フ
リ
ー
デ
ン

ウ
オ
ー
ド
は
、
ア
ル
ブ
ヵ
シ
ス
、
ア
ベ
ロ
エ
ス
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
ら
の
医
学
者
が
コ
ル
ド
バ
に
生
ま
れ
、
コ
ル
ド
バ
が
「
哲
学
者
た
ち
の
母
」

（
別
）

と
か
「
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
の
光
」
と
呼
ば
れ
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。
同
じ
コ
ル
ド
バ
出
身
で
も
、
ア
ラ
ブ
外
科
医
学
者
ア
ル
ブ
カ
シ
ス
（
九

三
六
ご
ろ
’
一
○
一
三
ご
ろ
）
は
、
年
代
が
違
う
た
め
か
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
と
の
関
係
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
レ
コ
ン
キ
ス
タ
が
進
み
、
ア
ラ
ブ
人
の
勢
力
が
衰
え
る
と
、
コ
ル
ド
バ
の
繁
栄
に
か
げ
り
が
生
じ
た
。
一
○
八
五
年
、
ア
ル
フ
オ

ン
ソ
六
世
が
ト
レ
ド
を
奪
還
し
て
、
そ
こ
に
ア
ラ
ビ
ア
語
文
献
を
組
織
的
に
翻
訳
す
る
「
翻
訳
工
場
」
が
作
ら
れ
る
な
ど
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒

（
⑱
）
（
汀
）

支
配
下
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
支
配
下
を
通
じ
て
、
コ
ル
ド
バ
に
代
わ
っ
て
ト
レ
ド
が
文
化
の
中
心
と
な
っ
た
。
一
方
イ
ス
ラ
ム
支
配
者
の
間
に

起
こ
っ
た
権
力
闘
争
は
、
コ
ル
ド
バ
の
没
落
に
拍
車
を
か
け
た
。
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
や
前
述
の
ア
ラ
ブ
医
学
者
が
生
ま
れ
た
の
は
、
実
は
こ
う

（
別
）

し
た
残
光
の
時
代
の
コ
ル
ド
バ
で
あ
る
。

て
種
々
の
立
場
が
現
れ
た
。

宗
を
迫
る
も
の
が
あ
っ
た
。

イ
ス
ラ
ム
教
徒
支
配
下
の
ユ
ダ
ヤ
人
に
も
種
々
の
影
響
が
お
よ
び
、

（
１
）
（
２
）
（
妬
）

た
の
も
そ
の
例
で
あ
る
。

後
に
カ
ト
リ
ッ
ク
両
王
は
イ
ベ
リ
ア
半
島
か
ら
ユ
ダ
ヤ
人
を
追
放
す
る
が
、
レ
コ
ン
キ
ス
タ
の
過
程
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
ユ
ダ
ヤ
人

九
・
コ
ル
ド
バ
と
マ
イ
モ
ニ
デ
ス

一
般
に
他
宗
教
に
寛
大
で
あ
っ
た
イ
ス
ラ
ム
教
に
も
、
時
に
は
ム
ワ
ッ
ヒ
ド
朝
の
よ
う
に
、
異
教
の
信
者
に
改

マ
イ
モ
ニ
デ
ス
が
コ
ル
ド
バ
を
去
っ
た
が
カ
イ
ロ
に
安
住
の
地
を
得
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後
ウ
マ
イ
ャ
朝
の
繁
栄
を
中
心
と
し
て
、
イ
ス
ラ
ム
・
ス
ペ
イ
ン
が
ア
ラ
ブ
文
化
の
重
要
な
土
地
と
な
っ
た
こ
と
は
、
先
に
の
べ
た
通
り

で
あ
る
。
し
か
し
詳
し
く
見
る
と
、
ス
ペ
イ
ン
と
く
に
南
ス
ペ
イ
ン
・
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
地
方
と
、
北
西
ア
フ
リ
カ
は
、
ほ
と
ん
ど
一
体
と
な

（
耐
）

っ
て
文
化
圏
を
形
成
し
た
。
以
下
、
現
在
の
国
名
で
地
域
を
表
現
す
る
。

北
西
ア
フ
リ
カ
は
、
フ
ェ
’
一
キ
ア
、
カ
ル
タ
ゴ
、
ロ
ー
マ
帝
国
、
バ
ン
ダ
ル
族
、
ビ
ザ
ン
チ
ン
の
支
配
を
受
け
、
七
世
紀
に
イ
ス
ラ
ム
教

徒
が
侵
入
し
て
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
カ
イ
ラ
ワ
ン
に
都
を
置
い
た
。
そ
の
勢
力
は
さ
ら
に
西
へ
進
ん
で
モ
ロ
ッ
コ
も
支
配
し
、
イ
ス
ラ
ム
軍
が

イ
ベ
リ
ア
半
島
へ
侵
入
し
た
と
き
も
、
こ
の
土
地
の
種
族
ベ
ル
ベ
ル
人
が
主
力
を
占
め
た
。
イ
ス
ラ
ム
時
代
に
は
、
モ
ロ
ッ
コ
、
ア
ル
ジ
ェ

（
咽
）

リ
ア
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
を
含
む
地
域
が
マ
グ
レ
ブ
（
西
方
の
土
地
）
と
呼
ば
れ
た
。

八
世
紀
に
モ
ロ
ッ
コ
最
初
の
王
朝
イ
ド
リ
ス
朝
が
生
ま
れ
、
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
朝
、
後
ウ
マ
イ
ャ
朝
の
支
配
を
経
て
、
ベ
ル
ベ
ル
人
の
王
朝

（
媚
）
（
伯
）

ム
ラ
ビ
ト
朝
が
起
こ
り
、
ム
ワ
ッ
ヒ
ド
朝
に
続
い
た
。
ム
ラ
ピ
ト
朝
、
ム
ワ
ッ
ヒ
ド
朝
の
都
は
マ
ラ
ケ
シ
ュ
で
あ
っ
た
が
、
次
の
マ
リ
ー
ン

朝
が
ふ
た
た
び
フ
ェ
ズ
を
都
と
し
、
フ
ェ
ズ
が
北
西
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
文
化
の
中
心
と
い
わ
れ
た
の
は
先
に
の
べ
た
通
り
で
あ
る
。
こ
の

地
方
の
重
要
性
は
、
サ
レ
ル
ノ
の
医
学
校
お
よ
び
修
道
院
医
学
に
大
き
な
貢
献
を
し
た
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ヌ
ス
・
ア
フ
リ
カ
ヌ
ス
が
、
マ
グ
レ

ブ
（
チ
ュ
ニ
ジ
ア
）
出
身
と
い
う
説
が
あ
る
（
シ
チ
リ
ア
と
も
い
わ
れ
る
）
こ
と
な
ど
か
ら
も
認
め
ら
れ
よ
う
。

ア
ラ
ブ
医
学
後
期
の
医
学
者
た
ち
に
も
、
ア
ベ
ロ
エ
ス
の
よ
う
に
経
歴
上
モ
ロ
ッ
コ
と
関
係
が
深
い
も
の
が
多
く
、
ア
ラ
ブ
医
学
者
の
中

に
は
モ
ロ
ッ
コ
の
宮
廷
の
勢
力
争
い
か
ら
毒
殺
さ
れ
た
も
の
ま
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ア
ラ
ブ
医
学
と
モ
ロ
ッ
コ
あ
る
い
は
マ
グ
レ
ブ
地
方

と
の
関
係
は
従
来
あ
ま
り
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
検
討
を
要
し
よ
う
。

を
積
極
的
に
受
け
入
れ
た
。
ム
ラ
ビ
ト
朝
、
ム
ワ
ッ
ヒ
ド
朝
の
宗
教
的
不
寛
容
が
明
ら
か
と
な
る
と
、
ユ
ダ
ヤ
人
は
そ
れ
を
避
け
て
北
上
し
、

（
汀
）
（
両
）
（
刀
）

キ
リ
ス
ト
教
徒
支
配
下
へ
逃
れ
た
。
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
一
家
が
南
方
へ
逃
れ
た
の
は
、
む
し
ろ
少
数
派
で
あ
っ
た
。

十
・
モ
ロ
ッ
コ
と
ア
ラ
ブ
医
学

flF㎡〕
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献
し
た
が
、
ブ

き
で
あ
ろ
う
。

（
馴
）

し
て
い
る
。

（
門
）
（
認
）

ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
を
中
心
と
し
て
中
世
医
学
を
記
述
し
て
い
る
シ
ッ
パ
ー
ゲ
ス
、
川
喜
田
も
、
ユ
ダ
ヤ
人
医
師
の
貢
献
を
認
め
て
い
る
。
イ
ス

ラ
ム
世
界
だ
け
で
な
く
、
中
世
に
お
い
て
ユ
ダ
ヤ
人
医
師
は
一
種
の
職
業
集
団
と
し
て
活
躍
し
た
。
諸
国
の
宮
廷
医
師
に
ユ
ダ
ヤ
人
が
多
い

（
３
）

の
も
、
そ
の
現
れ
で
あ
る
。
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
が
リ
チ
ャ
ー
ド
獅
子
心
王
に
招
か
れ
た
の
も
、
そ
う
し
た
傾
向
の
一
面
と
い
え
よ
う
。

ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る
迫
害
は
キ
リ
ス
ト
教
の
初
期
教
父
時
代
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
が
、
民
衆
の
暴
力
行
為
と
し
て
現
れ
た
の
は
、
第
一
次

十
字
軍
の
途
上
、
ラ
イ
ン
地
方
の
諸
都
市
に
お
け
る
暴
行
・
殺
害
で
あ
る
。
そ
れ
は
獅
子
心
王
が
パ
レ
ス
チ
ナ
ヘ
来
る
約
百
年
前
の
こ
と
で

い
わ
ゆ
る
サ
ラ
セ
ン
帝
国
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
ア
ラ
ブ
文
化
は
、
ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
住
民
だ
け
で
な
く
、
ペ
ル
シ
ャ
人
、
エ
ジ
プ
ト
人
、

ト
ル
コ
人
、
ベ
ル
ベ
ル
人
、
ユ
ダ
ヤ
人
ら
を
含
む
地
域
に
ひ
ろ
が
っ
た
。
ま
た
イ
ス
ラ
ム
教
の
他
宗
教
に
対
す
る
寛
容
に
よ
っ
て
、
宗
教
的

（
岨
）

に
も
イ
ス
ラ
ム
教
徒
、
ユ
ダ
ヤ
教
徒
、
ロ
ー
マ
教
会
を
除
く
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
参
加
し
た
複
合
文
化
と
し
て
成
立
し
た
。

後
ウ
マ
イ
ヤ
朝
の
成
立
以
後
、
ア
ラ
ブ
文
化
の
中
心
が
東
西
両
方
に
分
か
れ
、
バ
グ
ダ
ッ
ド
に
お
け
る
政
治
的
混
乱
も
あ
っ
て
、
ス
ペ
イ

ン
お
よ
び
北
西
ア
フ
リ
カ
・
マ
グ
レ
ブ
地
方
が
文
化
的
に
高
い
水
準
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
。
後
期
の
著
名
な
ア
ラ
ブ
医
学
者
も
、
ペ
ル
シ

ャ
出
身
の
ア
ピ
ケ
ン
ナ
を
除
く
と
、
多
く
が
ス
ペ
イ
ン
お
よ
び
マ
グ
レ
ブ
で
活
躍
し
て
い
る
。
ユ
ダ
ヤ
人
医
師
は
ア
ラ
ブ
医
学
の
興
隆
に
貢

（
６
）
（
碗
）

献
し
た
が
、
そ
れ
は
西
方
イ
ス
ラ
ム
社
会
で
と
く
に
顕
著
で
あ
っ
た
。
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
は
、
こ
う
し
た
潮
流
の
中
で
出
現
し
た
と
考
え
る
べ

ア
ラ
ブ
医
学
が
ビ
ザ
ン
チ
ン
医
学
や
ペ
ル
シ
ャ
医
学
に
影
響
さ
れ
て
発
達
し
、
独
自
の
医
学
を
形
成
し
た
こ
と
は
知
ら
れ
る
通
り
で
あ
る
。

フ
リ
ー
デ
ン
ウ
オ
ー
ド
は
、
ア
ラ
ブ
医
学
の
功
績
を
、
単
に
ギ
リ
シ
ャ
医
学
の
保
存
と
西
ョ
－
ロ
ッ
パ
ヘ
の
伝
達
だ
け
で
な
く
、
い
く
つ
か

の
病
気
の
発
見
、
新
し
い
重
要
な
薬
物
の
発
見
、
医
学
校
、
医
学
図
書
館
、
病
院
の
設
立
等
に
よ
っ
て
新
し
い
医
学
の
発
展
に
貢
献
し
た
と

十
一
・
ア
ラ
ブ
医
学
と
ユ
ダ
ヤ
人
医
師
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あ
っ
た
が
、
づ

の
で
あ
ろ
う
。

ロ
ー
マ
帝
国
、
そ
の
後
の
中
世
キ
リ
ス
ト
教
世
界
に
お
い
て
、
医
師
の
社
会
的
地
位
は
決
し
て
高
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
と
異
な

り
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
間
や
イ
ス
ラ
ム
社
会
で
は
医
学
が
高
く
評
価
さ
れ
、
指
導
者
層
の
教
養
・
職
業
と
さ
れ
た
。
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
が
一
般
教
養

の
一
部
と
し
て
医
学
を
学
ん
だ
と
い
う
説
の
あ
る
こ
と
は
先
に
の
べ
た
が
、
ユ
ダ
ヤ
人
は
指
導
者
あ
る
い
は
知
識
層
が
教
養
と
し
て
医
学
を

（
２
）
（
３
）
（
６
）
（
湖
）

学
び
、
そ
う
し
た
人
々
は
し
ば
し
ば
医
師
を
職
業
と
し
た
。

ム
ハ
ン
マ
ド
（
マ
ホ
メ
ッ
ト
）
は
、
伝
承
の
中
で
「
学
問
に
二
学
あ
る
。
教
え
の
学
と
、
身
体
の
学
と
」
と
の
べ
、
学
問
を
二
つ
の
も
の
、

（
飢
）
（
帥
）

す
な
わ
ち
神
学
と
医
学
か
ら
な
る
と
し
た
。
前
嶋
信
次
は
、
「
（
イ
ス
ラ
ム
社
会
で
、
医
学
は
）
哲
学
な
ど
と
と
も
に
最
も
愛
重
さ
れ
た
学
問
で

（
“
）

あ
っ
た
」
と
言
い
て
い
る
。
ラ
ー
ゼ
ス
、
ア
ビ
ケ
ン
ナ
、
ア
ベ
ロ
エ
ス
ら
の
ア
ラ
ブ
医
学
史
上
高
名
な
医
師
が
思
想
史
上
も
大
き
な
貢
献
を

（
例
）

し
た
こ
と
は
、
（
前
嶋
は
人
体
を
小
宇
宙
と
し
て
と
ら
え
る
ア
ラ
ブ
医
学
の
性
格
に
よ
る
と
す
る
が
）
イ
ス
ラ
ム
社
会
で
医
学
が
し
ば
し
ば
最
高
の

知
性
人
に
よ
っ
て
学
ば
れ
、
実
践
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
、
ア
ラ
ブ
医
学
が
高
い
水
準
を
達
成
し
た
理
由
の
一
つ
と
考

え
ら
れ
る
。
医
学
の
高
い
評
価
は
、
商
人
と
し
て
の
経
験
が
あ
り
、
現
実
生
活
に
鋭
い
感
覚
を
持
っ
て
い
た
ム
ハ
ン
マ
ド
の
見
識
に
よ
る
も

（
Ｍ
）

の
で
あ
ろ
う
。
ム
ハ
ン
マ
ド
自
身
、
か
な
り
の
医
学
知
識
を
持
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。

マ
イ
モ
ニ
デ
ス
が
、
ま
れ
に
見
る
多
面
的
な
能
力
を
持
っ
た
知
性
人
で
あ
り
、
中
世
最
高
の
学
者
の
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
し
か
し
そ
の
高
い
業
績
に
は
、
こ
の
よ
う
な
ユ
ダ
ヤ
社
会
、
イ
ス
ラ
ム
社
会
の
性
格
も
影
響
し
て
い
よ
う
。

十
二
・
ユ
ダ
ヤ
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
に
お
け
る
医
師
の
地
位

そ
う
し
た
風
潮
に
も
か
か
わ
ら
ず
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
を
招
こ
う
と
し
た
の
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
医
師
に
対
す
る
信
頼
の
厚
さ
を
示
す
も
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イ
ス
ラ
ム
教
信
仰
の
中
心
で
あ
る
コ
ー
ラ
ン
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
で
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ア
ラ
ビ
ア
語
は
イ
ス
ラ
ム
社
会
で

特
別
な
重
要
性
を
持
っ
た
。
コ
ー
ラ
ン
を
、
公
認
さ
れ
た
ト
ル
コ
語
以
外
の
言
語
に
訳
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
ず
、
現
実
に
存
在
す
る
各
国
語

（
巧
）

訳
は
コ
ー
ラ
ン
理
解
の
た
め
の
参
考
に
過
ぎ
な
い
と
さ
れ
る
。

元
来
離
散
ユ
ダ
ヤ
人
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
と
し
て
の
民
族
的
伝
統
を
保
持
す
る
と
共
に
周
囲
の
他
民
族
と
協
調
し
て
生
活
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
立
場
か
ら
、
複
数
言
語
を
使
用
す
る
生
活
で
あ
っ
た
。
宗
教
用
語
と
し
て
の
ヘ
ブ
ラ
イ
語
は
別
と
し
て
、
イ
ス
ラ
ム
社
会
の
ユ
ダ
ヤ
人
に

は
ア
ラ
ビ
ア
語
が
生
活
用
語
と
な
り
、
ユ
ダ
ヤ
文
学
も
ア
ラ
ビ
ア
語
に
よ
る
も
の
が
主
流
と
な
っ
た
。
ユ
ダ
ヤ
人
が
使
用
す
る
ア
ラ
ビ
ア
語

（
５
）
（
、
）

は
ヘ
ブ
ラ
イ
文
字
で
書
か
れ
る
の
が
普
通
で
、
ユ
ダ
ヤ
・
ア
ラ
ビ
ア
語
（
］
且
①
○
‐
シ
国
亘
の
）
と
呼
ば
れ
た
。
イ
ス
ラ
ム
社
会
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
宗

教
的
・
哲
学
的
著
述
で
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
書
か
れ
た
も
の
は
多
く
あ
っ
た
が
、
医
学
的
著
述
で
原
文
が
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
あ
っ
た
も
の
は
一
つ
も

マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
医
学
的
著
作
が
ア
ラ
ビ
ア
語
で
書
か
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
「
ア
ラ
ビ
ア
語
が
、
当
時
の
医
学
・
科
学
に
お
け
る
共
通
語

（
６
）
（
別
）

で
あ
っ
た
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
が
ア
ラ
ビ
ア
語
を
書
く
の
に
ヘ
ブ
ラ
イ
文
字
を
使
用
し
、
そ

の
業
績
が
へ
プ
ラ
イ
語
、
ラ
テ
ン
語
に
も
翻
訳
さ
れ
た
理
由
を
説
明
で
き
な
い
・

ユ
ダ
ヤ
人
の
民
族
語
へ
プ
ラ
イ
語
は
、
日
常
語
と
し
て
は
早
く
か
ら
ア
ラ
ム
語
に
地
位
を
讓
っ
た
。
旧
約
聖
書
は
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
書
か
れ

て
い
る
が
、
一
部
に
ア
ラ
ム
語
が
含
ま
れ
て
い
る
。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
話
し
て
い
た
の
は
、
ア
ラ
ム
語
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
へ
プ
ラ
イ

語
は
宗
教
用
語
、
文
章
語
と
し
て
使
用
さ
れ
、
イ
ス
ラ
ム
社
会
の
ユ
ダ
ヤ
人
コ
ン
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
－
で
も
へ
プ
ラ
イ
語
は
話
さ
れ
な
く
な
っ
た
。

現
在
イ
ス
ラ
エ
ル
で
使
用
さ
れ
て
い
る
ヘ
ブ
ラ
イ
語
は
、
十
九
世
紀
に
エ
リ
エ
ゼ
ル
・
ベ
ン
・
イ
ェ
フ
ダ
に
よ
っ
て
人
為
的
に
復
活
さ
れ
た

（
妬
）

な
か
っ
た
。 （

副
）

言
語
で
あ
る
。

十
三
・
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
業
績
と
へ
プ
ラ
イ
語
、
ア
ラ
ビ
ア
語
、
ラ
テ
ン
語
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イ
ス
ラ
ム
世
界
の
拡
大
に
従
っ
て
、
イ
ス
ラ
ム
教
は
ア
ラ
ビ
ア
語
を
母
語
と
し
な
い
民
族
に
も
広
が
っ
た
が
、
そ
の
結
果
コ
ー
ラ
ン
の
読

み
方
に
多
様
性
を
生
じ
た
。
こ
れ
を
統
一
す
る
た
め
、
ア
ラ
ビ
ア
語
を
標
準
化
す
る
努
力
が
な
さ
れ
、
ま
た
コ
ー
ラ
ン
の
正
確
な
読
み
方
と

（
卿
）

解
釈
を
教
え
る
こ
と
が
イ
ス
ラ
ム
教
布
教
の
重
要
な
手
段
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
に
作
ら
れ
た
の
が
マ
ド
ラ
サ
（
学
院
）
で
、
礼
拝
の
た
め
の

施
設
マ
ス
ジ
ド
（
モ
ス
ク
、
イ
ス
ラ
ム
教
寺
院
）
と
共
に
基
本
的
な
宗
教
施
設
と
な
っ
た
。
マ
ド
ラ
サ
で
は
、
コ
ー
ラ
ン
の
解
釈
学
、
イ
ス
ラ

（
郡
）
（
例
）

ム
法
学
な
ど
の
イ
ス
ラ
ム
諸
学
と
共
に
、
医
学
、
哲
学
、
数
学
、
地
理
学
、
化
学
、
天
文
学
な
ど
も
教
え
ら
れ
た
。

イ
ス
ラ
ム
教
と
ユ
ダ
ヤ
教
が
、
ロ
ー
マ
教
会
の
教
皇
至
上
・
無
謬
論
の
よ
う
な
権
威
主
義
に
よ
ら
ず
、
聖
典
の
理
解
の
た
め
の
教
育
・
学

習
を
重
視
し
、
と
く
に
イ
ス
ラ
ム
教
が
宗
教
施
設
で
医
学
や
自
然
科
学
を
教
育
す
る
よ
う
な
方
針
を
取
っ
た
こ
と
が
、
両
教
徒
が
中
世
に
高

い
文
化
を
生
み
出
し
た
原
因
の
一
つ
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
ア
ラ
ビ
ア
語
は
イ
ス
ラ
ム
社
会
の
統
一
性
を
支
え
る
重
要
な
武
器
と
な
っ
た
が
、
全
地
域
的
な
標
準
化
は
日
常
語
と
し
て
は

か
え
っ
て
不
便
で
、
そ
の
た
め
ア
ラ
ビ
ア
語
は
、
文
章
語
。
固
い
会
話
語
と
し
て
の
正
則
語
（
標
準
ア
ラ
ビ
ア
語
、
フ
ス
ハ
ー
）
と
、
各
地
方
で

（
蛇
）

用
い
ら
れ
る
話
し
言
葉
と
し
て
の
方
言
（
ア
ン
ミ
ー
ャ
）
と
の
二
つ
に
分
か
れ
た
。
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
が
使
用
し
た
ユ
ダ
ヤ
・
ア
ラ
ビ
ア
語
は
、

こ
の
方
言
の
一
種
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

も
っ
と
も
イ
ス
ラ
ム
社
会
以
外
の
地
域
を
含
む
ユ
ダ
ヤ
人
の
間
で
は
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
は
共
通
語
と
し
て
な
お
重
要
で
あ
っ
た
。
マ
イ
モ
ニ

デ
ス
は
、
イ
ブ
ン
・
テ
イ
ボ
ン
が
ラ
ビ
を
勤
め
る
フ
ラ
ン
ス
・
リ
ュ
ネ
ル
の
ユ
ダ
ヤ
人
コ
ン
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｉ
か
ら
、
「
迷
え
る
人
々
へ
の
導
き
」

（
１
）
（
２
）

を
ヘ
ブ
ラ
イ
語
に
訳
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
、
多
忙
と
イ
ブ
ン
・
テ
ィ
ボ
ン
が
す
で
に
翻
訳
を
進
め
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
断
っ
て
い
る
。

こ
の
訳
は
、
イ
ブ
ン
・
テ
イ
ボ
ン
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
（
注
４
）
。
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
医
学
的
業
績
が
ヘ
ブ
ラ
イ
語
に
訳
さ
れ
た
の
は
、
こ
う

（
鍋
）

こ
の
こ
ろ
い
わ
ゆ
る
十
二
世
紀
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
田
凹
の
宮
口
の
、
伊
東
）
に
お
い
て
、
ア
ラ
ブ
文
化
が
ョ
－
ロ
ッ
パ
ヘ
組
織
的
に
輸
入
さ
れ
た
が
、
マ

イ
モ
ニ
デ
ス
の
著
作
が
ラ
テ
ン
語
に
翻
訳
さ
れ
た
の
は
そ
の
一
環
で
あ
る
。

こ
の
訳
は
、
イ
ブ
ン
・
テ
ィ
ボ

（
開
）

し
た
事
情
か
ら
来
て
い
よ
う
。
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オ
ス
ラ
ー
が
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
に
つ
い
て
言
っ
た
言
葉
と
し
て
、
先
に
の
べ
た
《
も
Ｈ
’
ヨ
８
○
用
）
ご
囚
Ｑ
曽
勗
》
ゞ
が
よ
く
引
用
さ
れ
る
が
、
こ
の
講

演
の
表
現
は
や
や
異
な
っ
て
い
る
。
以
下
原
文
を
引
用
す
る
。

（
東
西
イ
ス
ラ
ム
世
界
お
よ
び
北
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
優
れ
た
ユ
ダ
ヤ
医
学
者
と
し
て
、
イ
サ
ク
・
ユ
ダ
エ
ウ
ス
（
注
６
）
と
ラ
ビ
・
ベ
ン
・
エ
ズ
ラ
（
注

あ
る
研
究
者
は
、
医
学
史
上
の
マ
イ
モ
’
一
デ
ス
の
地
位
に
関
し
て
、
「
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
、
ア
ラ
ブ
人
の
双
方
に
と
っ
て
誇
り

（
過
）
（
１
）

で
あ
る
」
と
し
た
。
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
は
、
ユ
ダ
ヤ
医
学
史
の
巨
峯
の
一
人
で
あ
る
と
共
に
、
ア
ラ
ブ
医
学
史
上
の
重
要
人
物
で
あ
る
。
し
か

し
現
在
は
ユ
ダ
ヤ
人
側
か
ら
の
研
究
が
多
く
、
そ
の
こ
と
を
反
映
し
て
高
く
評
価
す
る
論
文
が
多
い
。
し
か
し
真
に
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
医
学

的
業
績
を
評
価
す
る
に
は
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
だ
け
を
取
り
上
げ
る
の
で
な
く
、
ア
ラ
ブ
医
学
史
の
流
れ
の
中
で
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
を
考
え
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

同
時
代
史
料
を
参
照
し
た
初
期
の
研
究
は
、
比
較
的
客
観
的
に
見
て
い
る
。
ル
ク
レ
ー
ル
は
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
臨
床
的
技
能
に
つ
い
て

（
肥
）

「
実
際
家
で
あ
る
よ
り
学
者
で
あ
っ
た
」
と
し
、
最
高
の
知
性
だ
が
二
流
の
医
師
と
き
び
し
い
評
価
を
し
て
い
る
。
し
か
し
一
方
で
「
モ
ー

ゼ
ス
・
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
医
学
筬
言
集
』
は
独
創
性
に
欠
け
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
、
ガ
レ
ノ
ス
か
ら
の
資
料
以
上
の
も
の
で
な
い
が
、
翻
訳
さ

（
肥
）

れ
し
ば
し
ば
印
刷
さ
れ
て
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
著
書
同
様
に
有
益
で
あ
っ
た
と
公
平
に
の
べ
て
い
る
。

マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
同
時
代
人
シ
ｇ
巴
‐
厨
氏
二
一
六
二
’
三
一
三
一
、
バ
グ
ダ
ッ
ド
の
医
師
で
エ
ジ
プ
ト
を
訪
問
し
た
）
は
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
を
、

（
１
）
（
鵬
）
（
劃
）

「
優
れ
た
人
物
だ
が
、
何
事
に
も
一
位
に
な
り
た
が
り
、
権
力
者
に
近
付
き
た
が
る
」
と
評
し
て
い
る
。
た
だ
し
著
者
（
泉
）
は
、
フ
リ
ー
デ
ン

ウ
オ
ー
ド
と
同
じ
く
、
こ
の
見
解
に
同
意
し
な
い
。

Ｗ
・
オ
ス
ラ
ー
は
、
一
九
一
四
年
四
月
二
十
七
日
、
ロ
ン
ド
ン
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ユ
ダ
ヤ
人
歴
史
協
会
の
第
二
十
一
回
創
立
記
念
日
に
、

（
別
）
（
妬
）

ユ
ダ
ヤ
医
学
史
の
講
演
を
し
た
。

十
四
・
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
評
価
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７
）
を
挙
げ
た
後
、
）
一
国
昌
吾
①
宮
●
旨
の
①
四
ョ
ｇ
侭
］
①
昌
呂
冒
房
目
四
国
少
言
９
ｍ
①
苛
日
①
四
の
の
ロ
ｇ
ｇ
の
房
ｇ
ｏ
ぐ
四
・
の
冨
号
君
＆
ｇ
三
ｍ

『
①
ロ
昌
胃
』
（
）
邑
画
の
四
目
ノ
画
旨
員
己
一
里
》
曾
昼
己
三
一
○
９
℃
彦
閏
》
一
の
号
①
ロ
（
）
ｇ
ｏ
同
勺
①
昌
一
①
圏
只
）
禺
昌
．
ご
急
震
溌
昌
尽
の
一
三
》
号
ミ
ミ
房
一
昌
一
ミ
ザ
葛
、
ミ
》
、
Ｓ
、
ミ
ミ

（
蹄
）

ｓ
§
言
苫
ミ
ミ
ミ
亀
ミ
ミ
ミ
ミ
‐
三
○
ｍ
①
の
三
四
目
○
ヨ
号
の
．
：
．
》
）
ｅ
（
〕
９
日
Ｆ
９
－
の
凶
８
昌
日
は
、
「
迷
え
る
人
々
へ
の
導
き
」
の
ラ
テ
ン
語
訳
名
。

へ
プ
ラ
イ
‐
語
訳
名
で
も
、
最
初
の
語
が
教
師
の
意
味
も
持
つ
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
胃
９
９
を
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
自
身
に
か
け
て
い
る
）
。
講
演
の
対
象
が

ユ
ダ
ヤ
人
団
体
な
の
で
、
儀
礼
的
な
意
味
も
含
め
て
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
を
称
賛
し
て
い
る
が
、
オ
ス
ラ
ー
が
マ
ィ
モ
ニ
デ
ス
を
評
価
し
て
い
る

フ
ラ
ン
ク
は
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
業
績
に
独
創
性
が
な
い
と
言
い
、
医
学
に
お
い
て
も
宗
教
に
お
い
て
も
マ
ィ
モ
ニ
デ
ス
は
ラ
ビ
（
教
師
）

（
３
）

で
あ
っ
て
預
言
者
で
は
な
か
っ
た
と
、
き
び
し
く
評
価
し
た
。
ユ
ダ
ヤ
教
に
お
け
る
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
影
響
の
大
き
さ
、
対
立
す
る
も
の
の

中
に
ユ
ダ
ヤ
神
秘
主
義
カ
バ
ラ
を
生
み
、
六
百
年
の
後
に
ユ
ダ
ヤ
啓
蒙
主
義
を
生
み
出
す
原
動
力
と
な
っ
た
こ
と
を
見
る
と
、
宗
教
に
お
い

ユ
ダ
ヤ
人
団
体
な
の
で
、

こ
と
は
認
め
ら
れ
よ
う
。

フ
ラ
ン
ク
は
、
マ
イ
一

マイモニデスの墓碑銘

(最上段の文章が本文に引用した頌詞）

て
教
師
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
す
る
の
は
明
ら
か
に
不
当
で
あ
る
。
し
か
し
フ
ラ
ン
ク
が
マ
ィ
モ
ニ

デ
ス
を
、
そ
の
時
代
相
に
お
い
て
評
価
し
、
時
代
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
捕
え
よ
う
と
し
て
い

る
こ
と
は
理
解
で
き
る
。

ユ
ダ
ヤ
人
の
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
ヘ
の
高
い
評
価
を
示
す
、
「
（
旧
約
聖
書
の
）
モ
ー
ゼ
か
ら
モ
ー
ゼ
（
マ

イ
モ
ニ
デ
ス
）
ま
で
の
間
に
、
モ
ー
ゼ
の
よ
う
な
（
偉
大
な
）
も
の
は
い
な
か
っ
た
」
と
い
う
言
葉

が
あ
る
。
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
墓
碑
銘
に
も
、
こ
の
言
葉
が
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
写
真
と
、
発
音
、

（
粥
）

逐
語
英
訳
を
示
す
。
（
表
記
の
基
本
は
前
槁
参
照
。
こ
こ
で
は
表
記
法
を
少
し
変
更
し
、
へ
プ
ラ
イ
文
字

を
ロ
ー
マ
字
の
大
文
字
で
、
母
音
記
号
ニ
ク
ダ
ー
は
小
文
字
で
、
発
音
さ
れ
な
い
文
字
は
括
弧
つ
き
の
大
文

字
で
示
し
た
。
ヘ
ブ
ラ
イ
文
字
ア
レ
フ
、
ア
イ
ン
の
音
は
特
殊
な
子
音
で
、
こ
れ
に
あ
た
る
ロ
ー
マ
字
が
な

い
の
で
Ａ
、
Ｅ
で
表
記
し
た
。
ニ
ク
ダ
ー
は
墓
碑
銘
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
）

(59）359



冨
舅
き
め
西
①
田
）
白
面
ロ
冨
品
国
里
巴
胃
）
（
と
困
四
冨
尻
①
冨
品
西
①
畠
）
（
右
↓
左
）

（
冷
吋
○
〕
●
ロ
ー
ア
弓
○
の
①
の
茸
二
戸
畠
○
の
①
の
自
○
庁
一
］
四
の
‐
ユ
の
①
自
尽
宍
①
‐
｝
｛
○
ｍ
①
の
）

（
ヘ
ブ
ラ
ィ
語
の
前
置
詞
は
、
し
ば
し
ば
修
飾
す
る
名
詞
と
結
合
し
て
名
詞
前
綴
の
形
を
と
る
。
旨
目
、
吊
冷
は
こ
の
よ
う
な
前
置
詞
）

注
２
・
ユ
ダ
ヤ
暦
年
か
ら
三
七
六
○
年
を
引
く
と
西
暦
年
に
な
る
。
ニ
サ
ン
（
呂
め
目
）
月
、
イ
ャ
ー
ル
（
与
冨
『
）
月
、
シ
ヴ
ァ
ン
（
凶
く
目
）
月
、
（
マ

ル
）
ヘ
シ
ュ
ヴ
ァ
ン
（
ｇ
の
吾
ぐ
囚
己
月
、
テ
ヴ
ェ
ッ
ト
弓
の
く
８
月
は
、
そ
れ
ぞ
れ
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
暦
第
一
月
、
第
二
月
、
第
三
月
、
第
八
月
、
第

ば
れ
る
人
も
あ
る
。

《
汪

注
ｌ
・
ア
ラ
ブ
人
に
は
姓
が
な
く
、
名
前
は
次
の
よ
う
な
要
素
か
ら
成
っ
て
い
る
。

（
純
）

（
１
）
本
人
の
名
前
、
（
２
）
父
の
名
前
、
（
３
）
祖
父
の
名
前
、
（
４
）
部
族
の
名
前
、
職
業
名
ま
た
は
出
生
地
名
（
ア
ラ
ブ
医
学
者
の
場
合
は
、
こ

（
Ⅳ
）
（
醜
）

れ
ょ
り
さ
ら
に
複
雑
で
あ
る
）
。
現
在
は
、
こ
れ
を
（
１
）
（
２
）
（
４
）
、
（
１
）
（
２
）
、
ま
た
は
（
１
）
（
４
）
と
し
て
使
用
す
る
場
合
が
多
い
。

ア
ラ
ブ
医
学
者
の
名
は
、
多
く
弓
ご
～
と
い
う
形
で
（
２
）
あ
る
い
は
（
４
）
が
示
さ
れ
る
。
し
か
し
イ
ブ
ン
・
テ
ィ
ボ
ン
の
例
が
示
す
よ
う
に
、

複
数
の
人
物
が
同
じ
よ
う
に
表
記
さ
れ
、
混
同
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
ビ
ュ
ス
テ
ン
フ
ェ
ル
ト
は
、
ご
己
冒
耳
言
冒
曽
胃
）
と
い
う
名
を
持
つ
ア
ラ

（
”
）

ブ
医
学
者
六
名
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
ア
ラ
ブ
医
学
者
の
場
合
、
家
系
名
が
一
種
の
職
業
上
の
称
号
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
そ
の
た
め
本
稿
で
は
な
る
べ
く
フ
ル
ネ
ー
ム
を
記
載
し
、
ま
た
文
献
に
よ
っ
て
表
記
が
異
な
る
の
で
複
数
文
献
を
引
用
し
た
。

主
要
な
ア
ラ
ブ
医
学
者
は
ラ
テ
ン
名
が
あ
る
が
、
全
部
で
は
な
く
、
ま
た
ぎ
口
昏
ご
の
よ
う
に
、
ラ
テ
ン
名
が
あ
り
な
が
ら
よ
く
ア
ラ
ブ
名
で
呼

る
r

謝
辞

こ
の
研
究
に
種
々
の
援
助
を
与
え
ら
れ
た
福
井
県
立
病
院
図
書
室
前
田
範
子
司
書
、
文
献
収
集
に
協
力
い
た
だ
い
た
大
井
書
店
に
謝
意
を
表
す

（
こ
の
論
文
の
要
旨
は
、
平
成
九
年
十
月
第
九
八
回
日
本
医
史
学
会
総
会
で
発
表
し
た
）
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十
月
の
バ
ビ
ロ
ニ
ア
名
で
、
西
暦
の
三
～
四
月
、
四
～
五
月
、
五
～
六
月
、
十
～
十
一
月
、
十
二
～
一
月
ご
ろ
に
な
る
。
ま
た
そ
の
後
改
訂
さ
れ
た

（
師
）
（
的
）
（
妬
）
（
師
）

ユ
ダ
ヤ
暦
法
で
、
第
七
月
テ
ィ
シ
ュ
リ
（
国
ｍ
目
）
月
（
西
暦
九
～
十
月
）
が
正
月
と
さ
れ
た
。

注
３
．
旨
の
の
９
国
四
の
３
国
冒
馨
ｇ
『
具
（
九
一
五
’
九
七
○
）
。
ユ
ダ
ヤ
人
医
師
・
政
治
家
。
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
に
生
ま
れ
、
コ
ル
ド
バ
で
医
業
に
従
事
、

同
地
で
死
去
。
カ
リ
フ
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ラ
フ
マ
ン
三
世
に
医
師
・
政
治
家
と
し
て
仕
え
、
コ
ル
ド
バ
の
文
化
・
医
学
の
興
隆
に
大
き
な
功
績
を
残

（
崎
）
（
閃
）

し
た
。
医
学
で
は
、
巨
○
の
８
吋
己
①
、
の
ア
ラ
ビ
ア
語
へ
の
翻
訳
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。

注
４
・
イ
ブ
ン
・
テ
ィ
ボ
ン
に
つ
い
て
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
三
代
に
わ
た
る
翻
訳
者
の
家
で
、
い
ず
れ
も
イ
ブ
ン
・
テ
ィ
ボ
ン
と
呼
ば
れ
る
こ
と

こ
の
三
代
は
、
］
且
農
（
苛
冒
目
ご
肩
口
留
巨
冒
冒
目
ぎ
ｇ
ｐ
（
二
二
○
’
九
○
）
、
殴
日
こ
の
一
胃
ご
］
且
号
言
コ
ョ
ｇ
目
（
二
六
○
’
三
三

（
別
）
（
師
）

○
）
、
旨
○
ｍ
①
里
〕
ｇ
留
日
ロ
①
旨
冒
目
９
９
（
生
没
年
不
詳
、
活
動
期
一
二
四
○
’
八
三
）
で
あ
る
。
初
代
ユ
ダ
・
イ
ブ
ン
・
テ
ィ
ボ
ン
は
、
「
ユ
ダ
ヤ

人
翻
訳
者
の
父
」
（
圃
号
閏
。
ご
①
昌
筈
茸
四
コ
の
頁
。
厨
）
と
い
わ
れ
た
人
で
、
医
師
で
あ
る
と
共
に
、
ア
ラ
ビ
ア
語
文
献
の
ヘ
ブ
ラ
ィ
語
へ
の
翻
訳
者

（
鯛
）

と
し
て
画
期
的
な
業
績
を
上
げ
た
。
し
か
し
ユ
ダ
は
「
迷
え
る
人
々
へ
の
導
き
」
が
書
か
れ
た
二
九
○
年
に
死
去
し
て
お
り
、
こ
の
害
を
翻
訳
し

た
の
は
二
代
の
サ
ム
エ
ル
で
あ
る
。
ま
た
三
代
の
モ
ー
ゼ
ス
は
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
『
健
康
の
保
ち
方
」
、
「
毒
物
と
解
毒
剤
」
等
の
論
文
を
訳
し
た
。

（
弧
）
（
鯛
）

フ
リ
ー
デ
ン
ウ
オ
ー
ド
の
ユ
ダ
ヤ
医
学
史
蔵
書
目
録
に
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
］
ｇ
且
呂
弓
コ
ヨ
９
（
）
ご
宛
の
手
紙
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
文

（
釦
）

献
頁
は
論
文
中
で
「
フ
ス
タ
ー
ト
の
生
活
に
つ
い
て
の
イ
ブ
ン
・
テ
ィ
ポ
ン
宛
書
簡
」
の
脚
注
に
書
か
れ
た
も
の
と
一
致
す
る
。
一
方
で
フ
リ
ー
デ

（
皿
）

ン
ウ
オ
ー
ド
は
、
こ
の
手
紙
が
言
か
れ
た
の
は
（
ユ
ダ
が
す
で
に
死
去
し
て
い
る
二
一
九
九
年
と
論
文
に
明
記
し
て
い
る
。
こ
の
矛
盾
の
理
由
は
不
明

で
あ
る
。
『
迷
え
る
人
々
へ
の
導
き
」
を
訳
し
た
フ
リ
ー
ド
レ
ン
ダ
ー
を
含
め
多
く
の
著
者
は
、
「
フ
ス
タ
ー
ト
の
生
活
に
つ
い
て
の
イ
ブ
ン
・
テ
ィ

（
１
）
（
２
）
（
７
）
（
恥
）
（
錦
）

ボ
ン
宛
書
簡
」
の
宛
て
先
を
サ
ム
エ
ル
・
イ
ブ
ン
・
テ
ィ
ボ
ン
と
し
て
い
る
。

（
劃
）
（
“
）

注
５
．
国
ｇ
里
壁
画
ご
冒
四
ご
旬
目
〕
○
『
弓
。
盲
目
畠
。
サ
ラ
デ
ィ
ン
の
侍
医
で
あ
っ
た
十
二
世
紀
の
有
名
な
ユ
ダ
ヤ
人
医
師
。
ト
ゥ
デ
ラ
の
ベ
ン

ャ
ミ
ン
が
、
カ
イ
ロ
の
ユ
ダ
ヤ
人
指
導
者
と
し
て
名
を
挙
げ
て
い
る
。
主
著
「
精
神
と
肉
体
を
健
全
に
す
る
た
め
の
指
示
」
多
目
匙
禺
自
吾
①
幹
）
三

（
脳
）
（
婚
）

四
且
呼
号
）
を
始
め
、
い
く
つ
か
の
著
書
が
あ
る
。

注
６
．
房
四
月
盲
目
の
房
）
房
四
月
胃
己
ｍ
ｏ
さ
目
○
ご
房
国
呂
、
シ
ウ
匡
母
豊
白
ご
房
冨
冨
耳
］
砂
一
回
目
四
二
四
目
印
国
罠
。
ア
ラ
ブ
人
に
は
厨
国
呂
○
畠
め
国
罠

子
主
め
る
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グ
レ
ブ
に
属
す
る
）

（
略
）
（
錦
）
（
鋤
）

と
し
て
知
ら
れ
る
（
八
三
二
～
五
○
’
九
三
二
～
五
○
）
。
ユ
ダ
ヤ
人
医
師
。
カ
イ
ロ
に
生
ま
れ
、
バ
グ
ダ
ッ
ド
で
医
学
を
学
び
、
北
ア
フ
リ
カ
で
活
躍
。

カ
イ
ロ
で
眼
科
医
。
カ
ィ
ラ
ワ
ン
で
カ
リ
フ
の
侍
医
と
な
り
、
種
々
の
医
学
的
著
述
を
残
し
、
同
地
で
死
去
。
ア
ビ
ケ
ン
ナ
は
、
そ
の
著
書
「
カ
ノ

（
脇
）
（
机
）

ン
」
に
房
国
呂
の
叙
述
を
い
く
つ
か
引
用
し
て
い
る
。
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ヌ
ス
・
ア
フ
リ
カ
ヌ
ス
は
、
房
国
呂
の
著
書
を
ラ
テ
ン
訳
し
た
。
（
カ
ガ
ン
は
、

（
恥
）

上
の
カ
イ
ラ
ワ
ン
を
尿
里
『
葛
、
三
ゞ
向
い
弓
計
と
書
い
て
い
る
が
、
当
時
エ
ジ
プ
ト
の
支
配
下
に
あ
っ
た
と
は
い
え
、
地
理
的
に
は
現
在
の
チ
ュ
ニ
ジ
ア
、
つ
ま
り
マ

注
７
・
罰
号
豆
胃
巨
陣
国
》
シ
言
，
凶
冨
冒
胃
ご
三
里
目
ｇ
思
国
（
一
○
九
○
～
九
二
’
二
六
四
～
六
七
）
。
ユ
ダ
ヤ
人
医
師
・
数
学
者
・
天
文
学
者
。

ス
ペ
イ
ン
の
ト
レ
ド
で
生
ま
れ
、
ロ
ー
マ
、
ロ
ン
ド
ン
、
ナ
ル
ポ
ン
ヌ
な
ど
ョ
－
ロ
ッ
パ
各
地
を
遍
歴
、
ス
ペ
イ
ン
の
カ
ラ
ボ
ラ
で
死
去
。
翻
訳
家

（
略
）
（
判
）

で
あ
る
と
共
に
、
天
文
学
、
医
学
な
ど
の
論
文
を
吉
い
た
。
諸
国
を
遍
歴
中
に
、
ギ
リ
シ
ャ
科
学
を
各
地
に
伝
え
た
と
さ
れ
る
。

（
８
）
冨
吊
＄
昌
臼
目
ｇ
〕
昼
８

ぐ
○
房
自
陣
目
．
尻
目
シ
ぐ

（
９
）
三
８
隅
冨
望
目
ｇ
〕
亘
隅
．

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

へ
７
－ 参

考
文
献

（
１
）
四
○
巳
閉
房
ヨ
ゞ
君
繍
．
Ｆ
恥
昌
○
の
①
的
冨
昌
ヨ
ｇ
】
己
①
里
四
吊
言
ｇ
ご
旦
三
的
一
鳶
①
曽
己
の
ｇ
〕
ｑ
弓
昌
胃
旨
８
白
①
島
９
コ
の
シ
ヨ
．
〕
．
弔
琶
四
国
員
．
届
守
圏
、

房
画
四
＄
・
函

⑦
（
ご
旦
冨
三

門
耐
ず
①
拭
両

画
函
、
、
昌
や
旬
②

卑
雨
巳
讐
己
閏
》
三
由
弓
馬
目
許
旦
冨
吊
朗
三
日
目
ｇ
邑
隅
．
〆
ぐ
‐
〆
〆
く
冒
罰
臥
．
（
届
）

印
画
口
烏
↓
］
画
・
叩
冨
吊
朋
冨
巴
白
○
昌
号
ｍ
”
”
号
亘
旦
冨
①
巳
の
旨
①
．
母
四
行
］
・
国
○
一
．
三
８
．
．
望
皿
ご
ｌ
認
》
岳
曽

板
垣
雄
三
監
修
、
長
沼
宗
昭
訳
「
カ
イ
ロ
・
ゲ
ニ
ー
ザ
」
『
ジ
ュ
ー
イ
ッ
シ
ュ
・
ワ
ー
ル
ド
』
一
八
頁
、
朝
倉
書
店
、
一
九
九
六
年

房
開
門
〃
函
．
ロ
馳
鈩
ご
両
巨
ｎ
ｏ
Ｅ
詳
四
乏
三
〕
三
日
ョ
〔
昌
己
隅
．
と
ｌ
お
量
詞
臥
．
色
望

⑦
○
○
号
三
》
ご
》
冨
四
ヨ
〕
○
昌
号
の
‐
三
（
）
号
目
宮
①
ｇ
ｏ
巴
困
①
一
①
く
閏
〕
の
①
、
弓
［
’
・
シ
ョ
．
シ
の
目
．
○
菩
号
．
倖
○
ｓ
一
・
．
布
些
畠
‐
お
］
》
ｓ
ご

目
８
国
‐
ゞ
国
辛
の
巴
ｇ
即
四
目
の
言
国
口
閉
呂
胃
）
の
Ｏ
ｇ
Ｑ
．
》
冨
巴
ョ
（
）
昌
号
、
”
句
昌
○
切
○
目
閏
四
の
冒
涜
言
冨
。
．
画
邑
．
雷
里
．
旨
８
．
圏
色

ｌ
画
一
吟
竺
昌
＠
画
』

耳
四
用
一
．
曽
己
＆
．
ご
詞
○
閏
一
①
『
・
両
陣
冨
〔
旨
冒
閏
吻
．
却
弓
胃
冨
＆
旨
巴
醇
ｇ
ｏ
１
の
白
、
具
三
房
＄
三
里
ョ
呂
昼
＄
．

勺
匡
巨
．
国
（
昌
用
四
口
・
母
＄
宣
く
四
口
ｐ
ご
囚
里
弓
弔
吊
朋
》
届
囹

言
四
．
巴
．
曽
己
①
具
一
昌
冨
巨
ご
自
国
》
い
“
、
国
吊
冒
の
島
、
巴
三
ご
吋
詳
ヨ
ぬ
い
ａ
三
○
の
①
の
三
呂
日
○
二
己
①
ｍ
》
ぐ
ｇ
・
［
》
弓
【
の
禺
昌
開

画
つ
ｍ
ｌ
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詞
○
９
国
↓
両
咄
冒
①
ｇ
ｏ
里
言
昌
言
鴨
ａ
三
○
の
の
の
冨
圏
日
○
自
己
①
ｍ
，
ｚ
国
．
聾
ｇ
①
］
卿
．
旨
＆
皇
国
弓
）
“
圏
顎
ｌ
旨
ぎ
ゞ
弓
詞

両
○
の
口
角
〕
国
酔
冨
①
会
の
巴
乏
昌
冒
鴨
旦
巨
○
の
①
の
三
日
目
○
ご
己
の
の
．
ｚ
・
曙
．
聾
胃
①
〕
．
冨
且
・
》
雪
（
屋
＆
認
土
日
ゞ
己
電

巨
３
国
》
因
即
自
扁
冨
の
ｇ
ｏ
巴
弓
○
異
の
ｇ
昌
巴
冒
○
昌
号
の
唖
シ
詞
８
弓
国
厨
巴
．
届
ｌ
隠
営
罰
里
（
邑

泉
彪
之
助
「
マ
ィ
モ
’
一
デ
ス
の
銅
像
・
墓
・
へ
プ
ラ
イ
語
表
記
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
」
四
二
巻
三
号
、
一
九
九
六
年

滝
川
義
人
豆
ダ
ャ
を
知
る
事
典
」
、
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
六
年

リ
リ
ァ
ー
ナ
・
ト
レ
ヴ
ェ
ス
・
ア
ル
カ
ラ
イ
著
、
谷
口
勇
訳
看
フ
ァ
ラ
ー
ド
」
、
而
立
書
房
、
一
九
九
六
年

○
四
庁
巴
○
姫
匡
①
○
品
弓
○
吋
一
八
ｍ
す
の
四
国
ロ
ｍ
Ｏ
ｐ
庁
苛
め
の
巨
豆
①
○
庁
○
吊
庁
弓
①
］
①
言
的
曽
〕
・
ロ
〕
の
ｇ
ｏ
旨
①
可
○
国
〕
庁
ゴ
の
己
『
．
］
く
國
訂
一
号
目
‐
四
吋
く
つ
｛
四
四
『
口
渕
甸
冒
’
后
〔
］
の
ゴ
ミ
四
一
ユ

（
フ
リ
ー
デ
ン
ウ
オ
ー
ド
・
ユ
ダ
ヤ
医
学
史
蔵
書
目
録
）
閉
山
雪
営
詞
呉
．
自
ら

印
画
弓
》
の
固
恥
冒
○
の
①
印
冨
日
日
ｇ
〕
己
①
の
．
Ｚ
．
固
〕
・
言
①
ｇ
》
圏
つ
（
屍
言
司
竿
認
Ｃ
》
己
望

詞
○
曾
閏
ゞ
両
輔
冨
○
の
①
⑳
冒
凰
ョ
○
ご
丘
①
の
自
甜
‐
届
晨
）
．
シ
ロ
ロ
．
旨
房
目
．
旨
８
．
》
ｓ
ｅ
＆
己
山
計
）
岳
語

詞
○
の
ロ
①
時
ゞ
国
華
巨
○
の
①
、
冨
巴
冒
○
昌
号
の
号
①
弔
）
ご
め
冒
自
．
甲
届
曽
罰
①
員
邑

詞
○
ｍ
ご
里
》
両
叩
三
○
め
①
の
巨
巴
日
○
コ
己
①
の
号
①
雨
）
ご
ｍ
旨
置
ロ
“
シ
豆
三
○
四
ｇ
耳
．
団
邑
閉
留
．
三
＆
．
》
お
色
如
圏
］
‐
麗
画
》
ら
＄

い
の
ご
ど
四
目
｝
函
・
叫
三
幽
言
］
○
口
昼
①
の
（
巨
韻
‐
届
宣
）
．
ぎ
く
の
里
．
ご
【
巳
．
『
命
言
虐
中
今
ｇ
》
ら
ご

印
ｇ
禺
閂
、
い
詞
辛
三
日
目
○
凰
号
の
》
号
①
も
ど
の
旨
国
。
－
巨
観
‐
届
置
．
３
匡
号
ン
岸
巨
巴
」
ゞ
＄
曲
囲
由
留
》
尼
盟

弓
苛
①
ｚ
①
弓
四
月
］
の
ざ
口
幽
の
Ｓ
ｍ
国
威
国
昌
の
四
．
く
巳
．
『
》
ご
芋
ご
函
》
両
国
の
冠
の
一
○
℃
四
①
ａ
四
国
ユ
国
昌
ｎ
ｍ
旨
の
．
》
○
三
，
四
ｍ
○
）
己
謁

松
本
歌
郎
「
流
浪
の
ユ
ダ
ヤ
哲
学
者
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
」
「
週
刊
朝
日
百
科
世
界
の
歴
史
四
八
、
十
二
世
紀
の
世
界
」
三
○
二
’
三
○
三
頁
、
朝

日
新
聞
社
、
一
九
八
九
年

一
一
「
・
胃
の
い
①

卑
話
号
口
乏
四
屋
ゞ
国
当
の
乱
呂
月
白
『
〕
冒
閏
．
旨
①
⑩
言
冨
＆
言
巴
閏
ｍ
８
堂
．
串
瑳
営
詞
呉
．
（
Ｅ

ｆ

目
『
ｍ
ｐ
ｍ
置
庁
○
『
喚
胃
弓
営
。
Ｑ
匡
只
］
（
）
ロ
．
Ｃ
ｌ
」
、
ご
色
罰
の
烏
．
（
聖

国
の
ゴ
ヶ
①
旨
》
弓
［
”
冒
巴
目
○
国
丘
①
の
号
⑦
勺
｝
垣
の
旨
旨
。
．
×
ぐ
旨
‐
×
蚤
一
雪
嗣
凰
．
お
）

牌
三
目
目
里
》
い
“
弓
胃
匡
吋
四
目
君
ｇ
’
厨
旦
巨
○
の
①
の
冨
巴
日
○
ご
己
①
の
×
く
こ
‐
×
〆
胃
営
詞
凰
．
（
こ

の
①
旦
吊
貝
①
丘
Ｆ
”
三
○
の
①
ｍ
冨
里
ョ
○
ヨ
号
の
‐
国
こ
の
旨
自
画
且
少
巨
号
日
旦
冨
①
ｇ
ｏ
巴
弓
９
．
厨
』
．
シ
ョ
．
軍
国
コ
ョ
．
少
の
⑦
（
）
の
・
・
誤
ｇ
”
堂
？
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嗣
○
昌
○
３
昌
言
戸
固
“
ロ
閏
シ
【
且
冨
巴
ョ
○
コ
昼
①
め
缶
各
匡
韻
‐
鴨
印
．
届
９
．
牌
ヲ
ど
の
旨
．
ョ
８
．
雪
の
言
⑩
、
言
：
罷
司
臼
・
忌
誤

余
部
福
三
『
イ
ス
ラ
ム
全
史
」
、
勁
草
書
房
、
一
九
九
一
年

Ｗ
・
Ｍ
・
ワ
ッ
ト
著
、
黒
田
寿
郎
・
柏
木
英
彦
訳
『
イ
ス
ラ
ム
・
ス
ペ
イ
ン
」
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
六
年

余
部
福
三
「
ア
ラ
ブ
と
し
て
の
ス
ペ
イ
ン
」
、
第
三
害
館
、
一
九
九
二
年

フ
ィ
リ
ッ
プ
。
Ｋ
・
ヒ
ッ
テ
ィ
著
、
岩
永
博
訳
「
ア
ラ
ブ
の
歴
史
（
上
）
、
（
下
こ
、
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
九
三
年

Ｆ
ｍ
ご
国
言
国
両
○
》
両
》
国
昌
の
８
『
園
・
の
冨
巨
①
ｇ
ｏ
言
四
》
向
島
ｇ
ｏ
ロ
①
の
Ｑ
①
昌
蔑
の
四
の
望
弓
胃
昌
の
画
印
》
切
少
・
》
国
閏
ｏ
の
ざ
ご
画
｝
弓
程

目
彦
①
ｚ
①
弓
両
目
、
冠
ｇ
ｏ
も
印
①
巳
四
国
斧
印
目
ｎ
ｍ
．
ぐ
巳
．
つ
ゞ
圏
⑮
》
固
〕
の
］
旦
○
で
回
①
巳
四
国
両
一
国
日
ｏ
四
目
の
．
》
⑦
三
ｎ
口
い
○
》
岳
縄

川
喜
田
愛
郎
「
近
代
医
学
の
史
的
基
盤
（
上
こ
こ
一
八
、
一
三
七
頁
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
七
年

『
望
遠
郷
７
モ
ロ
ッ
且
一
二
八
頁
、
ガ
リ
マ
ー
ル
・
同
朋
舎
、
京
都
、
一
九
九
五
年

米
山
俊
直
「
モ
ロ
ッ
コ
の
迷
宮
都
市
フ
ェ
ス
』
、
平
凡
社
、
一
九
九
六
年

詞
．
国
の
四
国
日
シ
巴
国
ユ
ョ
印
呉
の
Ｑ
“
の
国
四
国
閏
①
９
日
》
ｇ
蔚
旦
ウ
冒
罰
瓜
．
色

ア
ミ
ン
・
マ
ア
ル
ー
フ
著
、
牟
田
口
義
郎
・
新
川
雅
子
訳
「
ア
ラ
ブ
が
見
た
十
字
軍
」
、
リ
ブ
ロ
ポ
ー
ト
、
一
九
八
六
年

泉
彪
之
助
「
エ
ル
サ
レ
ム
の
聖
ョ
ハ
ネ
騎
士
団
病
院
」
、
『
医
證
」
復
刊
七
二
号
、
一
九
九
七
年

橋
口
倫
介
『
十
字
軍
騎
士
団
」
、
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
九
四
年

塩
野
七
生
言
－
ド
ス
島
攻
防
記
』
新
潮
社
、
一
九
八
五
年

牟
田
口
義
郎
『
カ
イ
ロ
」
一
五
五
、
一
六
○
頁
、
文
芸
春
秋
社
、
一
九
九
二
年

佐
藤
次
高
『
イ
ス
ラ
ム
の
「
英
雄
」
サ
ラ
デ
ィ
ン
」
、
講
談
社
現
代
選
耆
メ
チ
エ
、
一
九
九
六
年

佐
藤
次
高
「
マ
ム
ル
ー
ク
ー
異
教
の
世
界
か
ら
き
た
イ
ス
ラ
ム
の
支
配
者
た
ち
」
二
五
’
二
七
頁
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
一
年

亀
井
孝
他
編
『
言
語
学
大
辞
典
、
第
四
巻
、
世
界
言
語
編
（
下
１
２
）
」
八
九
五
頁
、
三
省
堂
、
一
九
九
二
年

帛
へ
（
）
望
〕
の
威
甸
忠
］

甸
耐
○
一
昂
威
閂
患
［

一
］
の
Ｉ
堤
い
い
】
胃
や
い
、

「
岩
波
西
洋
人
名
辞
典
増
補
版
」
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年

ざ
晋
の
『
》
同
軸
冨
○
の
の
ｍ
冨
昌
日
○
昌
号
ｍ
》
○
○
国
の
ｇ
旨
い
弓
弓
○
冨
耐
８
コ
８
胃
］
○
房
．
弓
胃
冒
○
匡
昌
盟
口
煙
昌
．
三
＆
・
】
ｓ
ｓ
皀
忠
山
窓
ゞ
己
韻

却
耐
ｇ
５
Ｒ
・
僧
．
”
ロ
２
，
シ
同
昌
三
里
ョ
○
コ
昼
①
の
ゞ
①
旨
①
『
Ｑ
閏
唱
’
９
⑳
５
コ
国
邑
○
の
○
ロ
ゴ
①
ロ
巴
｝
四
国
凰
扁
。
．
夛
『
房
ロ
．
言
①
Ｑ
二
行
ご
〕
⑳
旦
肖
・
》
匡
恥
程
》
固
“
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団
侭
①
ロ
．
同
．
罪
弓
馬
ロ
圏
辱
卑
昌
閏
旦
煙
も
ご
望
凰
目
』
シ
冨
少
》
縄
“
冒
鵠
》
ご
砦

井
筒
俊
彦
訳
夛
－
ラ
ン
（
上
、
中
、
下
）
』
、
岩
波
文
庫
、
一
九
九
六
年

東
潔
『
ス
ペ
イ
ン
歴
史
紀
行
－
レ
コ
ン
キ
ス
タ
」
、
振
学
出
版
、
一
九
九
二
年

羽
田
正
「
モ
ス
ク
が
語
る
イ
ス
ラ
ム
史
」
、
中
公
新
書
、
一
九
九
四
年

Ｈ
・
シ
ッ
パ
ー
ゲ
ス
著
、
大
橋
博
司
他
訳
「
中
世
の
医
学
』
一
○
六
頁
、
人
文
書
院
、
一
九
八
九
年

藤
本
勝
次
軍
ホ
メ
ッ
ト
」
、
中
公
新
書
、
一
九
九
五
年

ロ
パ
ー
ト
・
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ン
著
、
島
野
信
宏
訳
「
不
屈
の
ユ
ダ
ヤ
魂
」
、
ミ
ル
ト
ス
、
一
九
八
八
年

本
田
孝
一
「
ア
ラ
ビ
ア
語
の
入
門
」
五
九
頁
、
白
水
社
、
一
九
九
五
年

伊
東
俊
太
郎
『
十
二
世
紀
ル
ネ
サ
ン
ス
」
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年

○
め
庁
『
↓
雪
．
“
尻
３
の
面
目
旨
①
巳
。
旨
の
ゞ
シ
＆
『
の
朋
馬
き
『
①
牙
旦
の
昌
普
閏
ｍ
８
『
旨
幽
晶
○
口
の
ｑ
Ｆ
ｏ
ａ
○
コ
ゞ
岳
屋
〉
昌
巴
ご
罵
貯
．
Ｅ
）
四
目

（
函
印
）

］
Ｃ
つ
い

前
嶋
信
次
『
ア
ラ
ビ
ア
の
医
術
」
、
平
凡
社
、
一
九
九
六
年

甸
凰
＆
①
ロ
弓
四
戸
国
・
恥
ご
開
○
陣
胃
函
舎
吊
言
層
侭
匡
四
帰
冒
旨
①
島
の
巴
巨
蔚
国
冒
吊
自
急
と
き
営
罰
風
．
（
ご

冒
昌
①
号
貝
冨
．
叩
屏
の
昌
切
○
口
冒
凰
日
○
昌
号
の
、
○
○
盲
目
豆
四
ご
己
く
①
厨
ご
卑
巾
の
の
）
ら
と
・
目
＆
ご
屑
員
屋

石
田
友
雄
豆
ダ
ャ
教
史
」
、
山
川
書
店
、
一
九
九
二
年

マ
ル
サ
・
モ
リ
ス
ン
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
．
Ｆ
・
ブ
ラ
ウ
ン
著
、
秦
剛
平
訳
「
ユ
ダ
ヤ
教
」
、
青
士
社
、
一
九
九
四
年

豆
ダ
ャ
教
の
本
」
、
五
七
頁
、
二
二
頁
学
習
研
究
社
、
一
九
九
五
年

エ
リ
ー
・
ケ
ド
ゥ
リ
ー
編
、
関
哲
行
ら
訳
「
ス
ペ
イ
ン
の
ユ
ダ
ヤ
人
」
五
七
’
六
一
頁
、
平
凡
社
、
一
九
九
五
年

Ｈ
・
Ｈ
・
ベ
ン
サ
ソ
ン
著
、
村
岡
崇
光
訳
「
ユ
ダ
ヤ
民
族
史
３
、
中
世
篇
Ｉ
」
、
六
興
出
版
、
一
九
七
七
年

山
下
肇
「
ド
イ
ツ
・
ユ
ダ
ヤ
精
神
史
」
六
二
－
九
二
頁
、
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
九
五
年

上
田
和
夫
「
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
文
化
」
一
六
五
、
一
六
七
、
二
○
三
頁
、
三
省
堂
、
一
九
九
六
年

ど
の
宣
く
＆
号
〆
切
匡
目
の
区
ゞ
弓
戸
“
の
号
①
蔚
冒
朋
言
昌
印
ｇ
ｇ
貯
旦
①
⑱
目
届
．
盲
言
’
言
二
号
鼻
・
ロ
①
匡
厨
呂
目
＆
弓
の
言
胃
言
・
鵲
餉
雪
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（
明
）

○
口
の
三
コ
四
四
．
”
弓
｝
ろ
巨
貯
〔
）
｛
唆
『
‐
グ
ミ
一
国
ョ
○
ｍ
一
関
．
○
萬
○
ａ
ご
己
く
の
愚
一
ご
勺
『
①
め
い
己
さ

エ
レ
ー
ナ
・
ロ
メ
ー
ロ
・
カ
ス
テ
ー
ョ
、
ウ
リ
エ
ル
・
マ
シ
ー
ア
ス
・
カ
ボ
ー
ン
著
、
那
岐
一
堯
訳
『
図
説
ユ
ダ
ヤ
人
の
２
０
０
０
年
、
宗

教
・
文
化
篇
」
、
同
朋
舎
出
版
、
一
九
九
六
年

（
さ
－
号
）
の
侭
》
ロ
］
・
陣
呂
さ
旨
］
①
獄
］
．
ｐ
畔
弓
彦
の
汚
毒
屋
］
帯
）
①
（
壱
一
の
｝
吾
①
昌
尽
．
亘
の
８
塁
曾
己
号
⑦
一
同
『
①
］
侭
旨
ロ
．
で
の
ご
ｍ
匡
旨
国
○
○
一
＄
》
己
電

胃
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⑭
や
めTheLifeofMosesMaimonides

bvHvonosukelZUMI

MosesMaimonides,themostdistinguishedfigureinmedievalJudaism,hadacareerinthemedical

profession.HislifeisreviewedfromtheviewpointofmedicalhistorV.

MoseswasborninCordova,Spaininll35.BecauseofthepersecutionbytheAlmohads,afanatic

Islamicsect,thefamilywasforcedtoleaveCordova.TheylivedinFez,Moroccoforfiveyears,and

afterabriefsojourninPalestine,settleddowninFostat(Cairo),Egypt.InFostat,alongwithhiswork

asthereligiousandcommunalleaderoftheJewishcommunity,Mosespracticedasaphysician.He

workednotonlyathomebutalsointhecourtofSaladin,thelslamicrulerofEgypt.Mosesdiedinl204,
andwasburriedinTiberia,Palestine.

Hisscholarlyworksarecomposedoftenbooksandtreatisesinmedicineandthreemajorwritings

andothersinphilosophyandtheology.Thesayinginhisepitaph,$@FromMosestillMosestherehas

beennoMoses-likeperson'',isatributeofpraisepaidbytheJewishpeopletoMosesMaimonides.
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